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ＲＫＫニュ-Z　　(2018年新年号)

ＮＰＯ法人　留学生と語り合う会（RKK）　Relationship andKindnessare theKings ofPeace

　　　　RKKフェスティバル2017�催！

　１１月23日(祝日)、かながわ県民センターにて｢ＲＫＫ

フェスティバル2017｣を開催し、ＩＯＯ人近くの参加を得て、

無事､盛況のうちに終えました。

　この一大イベントは第13回目、恒例の日本語スピーチ

大会と5回目の文化祭を同日、同―会埴で開催したオー

ルＲＫＫの全員参加型イベントです。

　日本語スピーチ大会には､フ人の留学生が出場しまし

た｡今年も､映像によるプレゼンテーションを一切やめた

ことにより､スピーチの原点に戻って、｢言葉の力｣を存分

に発揮することができまLた。

　恒例の山田先生の講評は､発表者一人一人のスピー

チを的確にしビューされ､わかりやすくまとめてくれました。

スピーチ大会では学習者とチューターが一緒に日本語学

習をした努力の成果発表会でした。

　文化祭では会員の作品である写寞､絵画が展示され、

日本文化の茶道､書道､囲碁､将棋､伝統遊戯そして似

顔絵などのワークショップを設け､パフォーマンスとして、

中国文化の二朗と中国歌謡、日本文化のお琴と地唄舞

いの披露がありました｡文化祭は､留学生と日本人にとっ

ての異文化理解の場であり､また趣味･特技を通じて輪を

広げ､絆を深めていく絶好の機会となりました。

　【付記】･RKKフェスティバル2017写真集および日本語

　　　　　スピーチ大会草稿集はホームページに掲載

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(萩原記)

　　　　　　　RKK Festiva1 2017 ！

　The RKK Festiva1 2017 was held at Kanagawa

Kenmin Center on Nov. 23rd.lt was a very successful

event with nearly 100 participants.

　This big event， in which every RKK members can

participate，combined the 13th annua1 Japanese

speech contest with the 5th cultural festival at the

same place on the same day･

　The seven international students entered the

Japarlesespeech contest. They fully demonstrated

theirpowerofwordsbygettingbacktothebasicsof

speech without using a screen in presentation this

yeartoo.

　Mr.Yamada reviewed each speech accurately and

clearly in his annual feedback. lt was a place for the

studentsandtheirtutorstoshowtheresultsoftheir

em)rts studying Japanese together.

　ln the cultural festiva1， pictures and paintings of

RKK members were displayed， andvarious

workshopsofJapaneseculture，such as tea ceremony，

calligraphy，thegameofGoandShogi，traditional

games，and drawing portraits， wereheld.Participants

also enjoyed Chinese and Japanese cultural

performances，such as Nico(two strmged Chinese

instrument)，Chinese folk songs， Koto(1ong Japanese

zither with thirteen strings)andjiutamaiりiuta

dance).For the international students and Japanese

participants，this was a great opportunity not only to

understand other cultures， but to deepen mutual

bonds expanding each drde through hobbies and

special abmties｡

　　＊ThephotoalbumoftheRKKFestiva12017and

　　　thedraftsofthespeechcontestarepostedonthe

　　　RKK website. (TranslatedbyAzusaSugita)

日本語の教え方ブラッシュアップ講習会

会場かながわ県民センター

日程1)2月４日(日)9:30～牡30

　　　2)2月17日(土)10:30～12:30

　　　3)2月24日(土)10:30～12:30

お知らせ

圃 visi七to National Printing Bureau

Date : March 27, 2018(Tues.)

Meeting : 12:40 at Ko2u Station, JR Tokaido Line

Place : National Printing Bureau odawara

For details， scan QR code and 5nd the above event.
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第13回　日本語スピーチ大会開催

　　日本語スピーチ大会(13回目)では､７人の留学生が日頃、　　　　　　　　、。

学んでいる日本語でスピーチいたしました｡今年の日本語スビー　；１二＼゛･･一一一回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　‘　ｌ　、　●チ大会では､スピーチした留学生には､青春の一時期、日本で　　　　　　　ー　　　　一一'｀　　　〃-。

頑張りたいと輝いていた自分への思い出として､また､留学生の　、　　　　　　　　一一一一

これからの活躍を祈念して､スビーチの状況を録画したDVDを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s%－j作成し贈りました。

巨のしっかりとしたスヒーチができたのも支援されたチューター皆様のご尽力の賜物と感謝いたします

氏名 テーマ 出身国 所属
黄立志（コウリッシ）

趙蟻千恵（チョウギチエ）

グエンワンフィ

周園（シュウエン）

呉華章（ゴカショウ）

李恵美（リウンミ）

柳諮秦（リュウイシン）

偏見をなくして仲良く行きましょう

外国人になった私

私の夢

ゴミ分別について思う

私の夢

人と会う事

横浜での生活について

中国

中国

ベトナム

中国

中国

韓国

中国

横浜国立大学
横浜国立大学

横浜国立大学
横浜国立大学

横浜国立大学

横浜国立大学
横浜国立大学

　　　　　　　　　　　　　　　第5回文化祭開催さる

　１１月23日、恒例の文化祭がおよそ100人の参加者を得て盛大に開催されました。

日本人会員による多<の絵画､写真の作品に加え今年も中国の張媛媛さん､インドの

Samantha Rhea Waliaさんが力作を出展し､参加者の目を楽しませてくれました。

　ワークショップは､囲碁将棋､茶道､絵画､書道､伝統遊戯､似顔絵とバラエティーに富み、

茶道では美味しい和菓子を味わいながらお茶を楽しみ､書道では自分の名前に当てはまる漢

字を探して書き､絵画では先生の原画をもとに水彩画を描き､伝統遊戯では日本の昔の子供

たちの遊びを楽しみました｡福笑いでは奇妙な顔になってしまい大笑い､囲碁将棋はみんな

真剣勝負でした｡いつも人気の似顔絵は今年も大勢の人で順番待ちの長一い列でした｡富志

乃清愁さんには琴の指導もしていただきました｡留学生にとっては日本の伝統文化に浸ること

ができ､貴重な体験を楽しんだことと思います。

　パフォーマンスは、劉晋陽さんの二胡演奏“時の流れIIで始まり、続いて中国歌曲２曲。次いで張家綸さんが中国

伝統歌謡、オペラなどの独唱をしてくれました。中国の演奏、独唱の次は日本の伝統舞踊です。

まず、富志乃さんに琴で“夕顔'Iを弾いていただきました。綾いて地唄舞“霜¨を花崎しのさんに舞っていただきました。

中国と日本の素晴らしい演奏、独唱、舞踊に参加者は感動に包まれ、大きな拍手が会場いっぱいにj弗き起こりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(槍屋記)

　　　　　　　　　　　　　　RKK 5th Culture Exchange

　Culture Exchange was held on 23rd/Nov. at Kanagawa Kenmin Center with some 100 participants.

Many works ofpho七〇､painting by Japanese、 Chinese and lndians were exhibited. Japanese tradition

likeIGO､SHOGI､Tea Ceremony､ Camgraphy were performed. We also enjoyed workshop of

paintmg､Japanese tradltional game etc. VVe suppose international students could enjoyjapanese

traditlonal culture. Chinese Miss Ryu played NIKO(Chinese traditional music instrument)andMr.

Chang sang traditional chinese song and opera. Ms.Tomishino and Ms. Hanasaki played]apanese

KOTO and dance. (Tokuya)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2－

ＲＫＫフェスティバ11，



　　　　　ＲＫＫへの思い

　　　　　　　　Ｅｕ９一掃岬4（毎侑晦実写Ｕｙぽ）

　蛍えば気6とRKKとのつながりは､曾藩さんを醤して覧まったのでした｡k4､私は蛍‘貨

扁宣哭糾い邨八岩石こ脳に7:お4uとあ届､大nH･cあ遥彩

んｶヽらお朧があり､露ぬ謳陥i遥笙や留学生を雀翫7:Eいという縁をお

ふけしました｡古潭さんの縦谷に貧言して盲いたのが背まりで､笛のRKKI迫じ公にも

笞わらせていただくことになりました｡ある賢､剔鉛吉。お。お砿こ輦お､短径ｶ1

娑狂･i学圭こべらよ｡お心固を嘉ｔｇａリご齢ど石蹟以陪釦績っととt

ありました｡みんな昔のことですが､なつかしいことばかりです。

　試行錯誤で始まったＲＫＫがすさまじい進歩を続け今日のようなすばらしい組織に発展するとは思いもよらないこと

1､した。ふ心になっｔ活鰯しｒくださった方々の熱意､そしｔ金員の皆鑓のご努JI・醵儡だとｓｉし･rおります。

また､そこには日本語の持つ独特の広がりも関係していることと思われます。言葉というものは不思議かつ力の強

いものですね。

　　　1｀んねんに一うたいいん　く　かi　　　　　i●ん　ょ弓りょ4で珈　　　　　　　　・●ｓｌ　この荷年か入退院を繰り返しておりまして､荷のl力も出来ず｢=おりますが､ｓ(､くニュースをいただくたぴに、

その活発な活動に驚きと富ぴを感Lﾆｔおります。今後の也界1漬けた日本の政1iとともにＱｇ・活ｉ範囲もま

､jl砧uJlzとどまるニと・ない製量を続けていくことでしょう｡皆様のますますのゴ旨iを齢ktおります。

　　　・編者注:志賀顧問はRKKニュースN｡｡1(2000年秋)にRKKニュース発行記念のあいさつを寄稿されています。
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ＲＫＫの活動に興味をお持ちの方はホームページをご覧ください。

入会申込書はホームページ「入会案内」からダウンロードできます。

ホームページは匹で検索いただけます

　　　　　　　よこはま夢ファンドのご案内

横浜市には、ボランティア団体の支援を目的としだよこはま夢ファ

ンド”の制度があることをご存知でしょうか。

このファンドを通じてＲＫＫの留学生支援活動を支援していただ＜

ことができます。ご協力をお願い申し上げます。

税制上の優遇措置など詳細は、床‾ご函ji‾參‾ﾌﾟ‾ﾃﾞ‾ﾐﾝ刊で検索して、
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　　　　　　がいこく　ひとりぐらし　せいかつ

　　　　　　外国で一人暮らしの生活

　　　　　　　　i5μ&謡;記ふU1ﾑ;y1（ｨﾝ９ｼｱ）東京工業大学

　官は2o16輦で6ji､応回らｈ､ら審軋詣めまuた｡どうuぞ露に留学uたいｶヽと

いう冒Eaは2o14輦に日本に6かljii鎚富學していたからだろうとSIいます｡そこでいい旨融

をも6いまａ｡樋uくtr､契1陥｡､鮨Sい鴇誓恥宍を偏７いa貧富､４えａ､ｌａも

1､きまuた｡uaiっ1:､i鎗畜刹E。売弼£。繕?i､涙。盲遍もう1a､まuた｡ｋ

哭學と哨－1涌けるようlz馳lりまuた｡雖麗彗をkt笛iLtiJ11を駿えtくれまuた。

私は胴乱まuた｡1一に綸uいこと･1.た。

　1､も､4i.こXIらしの笙婬は昼樋留学生のとは蓬います｡やっぱ･４刈μ学生・生

活は交換留学生・生活よ戎笙｡す｡uｶヽ1.､WWな観uい雖貼をしました｡日本人1よ私とは

別の生活習慣とやり方を持っています。

　　　　　　¦申いたいでんわぱんご1　　　　　1･えたん　　　　　　eh･ll･　　ejlj　ひつよl　　lfいe(　日本では携帯電話番号をもらうことは簡単なことではない｡チャージできるカードは必要だし､契約もしないといけま

せん｡私の国では橿読者と契約をしなぐcも使える携帯●話番号をもらえる。また､アパートに引っ越ししたとき色々な

鮪iがありました｡まず､アパートを錘す方法｡私､z)国・は幽幽を4りたいときぽ4・アパートを援したり知1さんに＆

ったり色々な条件を話したりする場合が多いです。日本では前記のことを不動産屋さんでする場合がより多いと思いま

す｡ゴミの分ける方法も全然違います。日本の方法のliうが合理的だと思うので､こちらのゴミの分別方法の方が好き

1､す｡1､すけど､一人暮らし生活を始めたぱかりのとき諮蓬いｕま1.た｡釦)準・哭きいy詞μぶが鮎1だと慧った

ので､xaの耗の霧に●いておきました｡そうすると､不動産屋に電話でMEられました｡不動産屋は段ポーjレはゴlな

の咽1tる邑ぼglz捨ｔるニとや､捨ｔる胎1以外､4すことはいけないことだそうだ｡その問屋から日本人の゜W'え

　　　・ｕｌ●方とルールを学んでいきました。

　買い綸習慣も違います｡costcoで買い物したとき特に面白い習慣を見ました。日本人は買い物とちゆうでどこに行っ

　　　ljlt　　　い　　　　　　　なか　　　　　　はら　　　Ｌう9ゐ　　　かもＳごひ1Uと●iidilsても､カートを持って行くことです｡カートの中にあるものがまだ払ってない涵品ですけど。買い物後、人４は休憩をとり

ました｡雀1で篁輦していました｡カーﾄを食堂のそとがわにおいたまま食べていました｡蜃ないことだと思います。

　がいこく　　　　　　　　　　　　　　　ぷんか　な　　　　　　　　らく　　　　　　　　●dli･●　外国で一人暮らし生活は簡単なことではない。文化に慣れてなかったら､生活も楽にできない。日本人からアドバイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にL●･スをしてくれることはいいことだと思います｡私¦=色４なアドバイスをしてくれる人は、西粘さんです｡ＲＫＫで紹介してく

　　　　　　　　　れんLsall憧la･　　　に名已ょ1世いかりか£ltいれまLた。日本語練習とレッスンと日本の日常生活関係のアドバイスをもらうことは､いつもありがたいです。

ニれカヽらも､もっと２雀融笛白本語を揃Lます。(原文・まま)

　　　　　　　　　　　　　　旨華で壽たこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じょがくいんだいがく　　　　　　　　ディアー･キンタン･プスパニンルーム（インドネシア）フェリス女学院大学

　2017年4月、春に日本へ条ました｡来日してから9ヶ月も経ちました。日本へ来るまえに、日

本でどんな生活するのだろうと思いながら、日本での留学を楽しみにしていました｡海外に佳ん

　　　　　一1L Lん¦ま･1｀　　　　　　lぷん　l･●　　　　　　゜hlll゛゛･Sだことない私は心配もしていましたが、自分の砺みをこえて自分をチャレンジしてみました。

　日本語の揃iはもちろん濾妬こやろうと思いました｡それに､フェリス食学院大学ｔ鮪iもや

　　　　かくがい　・g・il　　＆●　　　　　　　　　i憾&　　　　　いが　　　●いiiちったり､学外のイペントにもi加したり、いろいろなことを観戦したりしました。i11しくなった毎日

　　　　1も一色い･Ｌ　Ｉ　　Ｃかん　　　　りかですが､友達と一鎚に過ごした時間はどんなに疲れてもとても楽しいでした。日本でたくさんの

函&ヽが・きｔ､たくさん・戈から狛1をもらいました。

　また、日本人との宦震からたくさんのことを輩ぱせさせてもらいました｡留学に来るまえの私

　　　　　　　　　　　　　　　　　－４－



は世間しらずで姦がままの者でしたが、日本で思いやりについてならいました｡周りの人の気持ちを考えて、自分の

行動に注意する必要があることがわかりました｡留学でたくさんのことを学んで、自分の考え方も変わって、以前より

成長した自分が日本へ留学に来てよかったと思っています｡これから国に帰っても、日本で学んだことを一生に忘れず

に､頑彊っていこうと思います。(原文のまま)

　　　　ＲＫＫで日本をもっと知る

　　　　　　　　　　　　　　　　必ぶh仙ぞhj。(ベトナム)横浜国立大学

　ｔぷほl:ｶヽら来た。ン･ラィ･タオとｋます｡2o14年4月ＩＪ‘ｈ､紐i､樋I望iW

哭學・2輦笙。ii14･撞搦緊恥陥幽遠i鬘iE､(E・｡｡ti｡o､｡｡。)に所属Ltいます。

　鬘聾・耐陥2o16年5月に・gに入っｔ､それから鬘學や沁?こ４哭蓋など・､ｇ)

箱習な冦1､jS陥するよう､Zなりました｡・gがwっｎヽただい1:いる見学活動ぱ白1141の

ﾖﾆi､涌くような14Mな見学もあれば､l讐りや麗i一編に行くようなこともあれぱ知陥

な見学もあります｡エ場見学に参加するこど４鏃に恥羞に行っt､iliを1き､i･鮑ヽ

めるﾆとが・きｔ､鉦素・Ｍｈある私､ﾆとっt1¥よりE1本・錘循をi詣するいいiiと

なります。日本に住んでいるからこそ日本の文化を知らないというのは日本留学というチャンスがもったいなくなると私

はよく思っています｡そのため、自分が勉強している分野に間する見学だけではなく、日本の文化が味わえるような見

学も積極的に参加しています｡ＲＫＫの方4Zに連れて行ってもらった見学活動を通して､他国の留学生と交流したり、日

本の文化を実感したりすることができて､異文化でいろいろ困っている留学生の私にとって非常に貴重な体験だと思っ

ています。

　見学のほかに、１か月２回ぐらいＲＫＫの深水さんと会って､勉強会を行っています｡勉強会で諭聞やエッセイなどを

読んで､新聞に取り上lfられたことについて深水さんに説明をしていただいたり､意見を交換したりして日本語の勉ｉ

にも社会知識の勉強にもなります。

　ＲＫＫＩﾆ参加して、日本語だけではなく様々な活動を通じて日本の多様な面に触れて、日本をより知ることができます。

ＲＫＫの方４に出あえて、日本留学の生活をより薬しく過ごしています。（原文のまま）

かぞく　きずな　むす　か　はし
家族の絆で結ぶ懸け橋

　　　　　　　　　　　　　　　　　ｗi錨（中国）東京・術大学

　官､i鉛咄零哭學錨箇笛i駈祠躍蜃i¥1球茎』謎謎と41します｡中国

から・留学生･す｡E1本に1tから21馨轟かったzとはir4iに－ｇ矢lk:4幽

長島麗茎､z。あったzと。す｡私､ﾆとっｔ日本。お讐さんという器ii･す。

茎謡も揃iもずっａえ1:くださったお籤・､ｓ本･･麗uく勉強1.tいます。

　先生は日本の雀妬lを駿え1:くださったり､よくうちljlっ･c､島iしい勧麺を筰っ

tくださいました｡薗術大学修士I叉駒一を1けたiSJ4がなくt､1匈1ﾆなった

とき､いつもj一し･cくださいました｡先生へil裾を漏笛したとき､麗髪は錨しくｔお毫。一i;4:秘をikヽtくだい

ました｡わたしは日本人の漣の;g､41さttられました。

　私は中国の哭麺大学・i編絢h勉強しましたj函はに聡;腿刹yｼﾞｘ､輦ｂ)総論蜀t､ﾆとtも恥礦が

ありました｡ali砧iを華ぴたかった・すが｡しかし､脇4も､4・も､中国・大学・ほとんど鮒6･斗をやっｔいま



す｡ヨーロッパ留学して戻っできた人も現代美術をやっています｡古典技法を教えることができる研究者がいないです。

中国人が西洋古典技法に関心がないからではなく､ただ､ヨーロッパでは古典技法すべて､塵れてしまいました｡ヨー

ロッパに荷っ･cも､勉強することが・きなLヽ・す｡しかし竺4省経磁iになっｔ日本研究者がそ・古典技法・研究を麺

めて、多くの成果を上げています｡それで、日本に留学してきました。

　私は横浜国立大学大学院一年目から、中世古典技法テンペラについて研饗し始めた。当時は日本語があまり、上

承ではなかったので､論文を書くのは大変でした｡先生はいつもお宅で指導くださったり、深夜にも､ラインで論文を修

正してくださいました｡先生が丁寧に指導してくださったおかげでテンペラとi晶・誠i笛ilﾆ賑ヽるらぷ4を附配

　Lき自LI　し●うlこ'ぞ1　　ち●5ごくそうにＳい　。.tll、iLllf尻吋ゐき●l　島尻ぷ･　かた色ｌの重i輔遺による中国宋時代のメチエの再現研究した論文を書きました。

　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¦まってん　　●ｎ１１１｣●ｔｌｋ　や　つ　ろaがIII　その後､東京馥術大学大学院技法材料研究室においてこの研究を発展させ､エンカウスティーク(焼き付け蝋画法)

により、生麻布にメチエとしての院体面の質感を描出させる試みを研究しています。

　哨kMiiと1.tE1本・研究1.た成果を中国大学・la､ﾆ応用uたい・す。中国・笛い狛ｋｓ本・zﾆとが１

解できるように、日本人の真の心を紹介します｡さらに芸術家として、日本と中国両方で絵画を発表して、日本芸術家

と中国芸術家甕流する懸け橋になりたいです｡お互いの考えが理解できて、中国人と日本人の誦を埋めることができ

るし､それは世界平和に貢献出粂ると信じています。〔原文のまま〕

　　　　　　　　　　盲・lll尿i姑iとai

　　　　　　　　実學iIxiの1樋をiii6と1.･c

　“雖弓1私乃2烈一弛?ヽた?“台“ak'゛r゛awh゛｡

そのために会話力と読解力の向上を希望しています｡このような希望に応じる

゛=煕ヽ､９愁芦防鯉2h3°(')馴ａｋ鮪t.゛゛=｡

1.ﾌﾘ→-ｷﾝり｀〔M20分間〕

　゜が劉ｈ飽肱一t胞勉励2

､y略がＭｊ‘７)剌h)゛
　は主に入試の面接対応です｡質問内容の理解と応答の会話ｶを轟につけるた

　惣1･。。､、

2.新聞記事読解(約20分間)

中央地区交流会　山上正明

　漣窃と慧われる新聞記事を幽41げt､岫i・きないM§や幽めない劉1鮎謡などについて学習します｡この学習

　・目的はλにに以陥賠鮨知)読解力をあlzっけるため・す。

3.44μ学習(約50分間)

　漣liなｆキx卜をMいｔ､蛍輦１をiial'しj磁i曜のじがこ講習Sを鷲めることを目的としｔいます｡紬41=

　笛§咄と鎚-S・向上にもつながっていきます。

Syが鏡荘､狛虹tいる留学生へ・Si狛脈｀g・纏鬘･す｡讐輔・ご馨舅になれば輦い･す。

Qgの目的(a歯宦誕･錨讐)を釜鰻においｔ､麗しく毎-しtいくことにiSめｔいきたいと鴛っｔいます。



かまくらかんこうにほんごがくしゆう　いちにち

鎌倉観光日本語学習の一日

湘南地区交流会岩瀬幅男

五言三Liii

M･Mφゝsss.

一

言言こ

っきまa｡k:11一一謡4う･･場所を蓋える･もお誓い｡i&6114いと;kまa。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1こIIんごがくしゆう･ＬえんＬや　っど　　きんか

　　　　　　　　｢あｰすぷらざ｣の日本語学習・支援者の集いに参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｢資格が必要ですか？｣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湘南地区交流会岩瀬幡男

　　　　　　　　　　　　　　　allFI･F UI ●かい　　　　　　　　　　　いず　　　ballh　よ　｢資格が必要ですか？｣、｢キャリアアップの機会はありますか？｣、これら2つは何れもＲＫＫブースに寄せられた

Lりもゐ　　　　　　　　　　　　　　かながわltん1dり名慶一弓Lみん　　　p l･･質問でした。2017年11月４､５日の２日間､神奈川県立地球市民かながわジラザ(あーすぷらざ)で行われた

　¦こllんごiQL●1　‾4Lやりと　　ai'　　　　　　　　　　　　　gい《Lえん･alllt凹s l l ij●●･･日本語学習･1麺者の集い一一の中z･､16なたもやってみませんか、日本語騒育支援ボランティア｢出&ヽのカフエ｣"

の部において､ＲＫＫブースで釣２時間の説明を行いました｡説明はＲＫＫ会員(筆者)だけでなく､留学生の劉M持さ

ん(横浜国際騒育学院)にも応援に蚕ていただき､来場者へのアピールに大変､助かりました｡ＲＫＫに興味を持たれた

Di　　ふたり　かた　　ぜん唐｣ごれ1･　　　　　IIか　　　　　かたあ　　ぱめん　ふ･島ゑ゛゛　　　　　゛'゜｀゛=人のうち2人の方からは前記2俣のような質問の他、｢留学生との語り合いの場面での不安点や日本語による接し方に

ついて相談できるi会があるのでしょうか｣、｢現役で働いていますが､できるで

しょうか｣との質問も出されて､入会に関心のある方が抱く不安を改めて理解し

ました。

　こんか&･　　　　　　　　　E15111flfum　　　　　き　　う　今回のプースぱあーすぷらざ情報フォーラムllからＲＫＫへの騒いを受けて

行ったものですが､¥iともこのような機会をとらえて広くＲＫＫの活動の擢4を

igiz　　ii　　　　　　　ふ畠ん1う　　　1･いliり　　　　　かんが訴えると共に､関心を持つ方の不安等を●き､解決していきたいと考えていま

す。



　　　　　　　　　　りゆうがくせいおんがくさい
第4回かながわ留学生音楽祭

　　　　　　　　　　　　　　文化･ﾌｧﾐﾘｰ交流グルーブ徳屋英生

　12月2S､極鷲そごう宇応４にある一紬糾-Iλにt､箆4回かながわ留学生音

楽祭が陳極されたの・衿っ･rきまuた｡編!J4にialする留学生ii4o(戈による

謐i笛ｔた。。g鮪船)留学生1一搦・14蓋さん(ikl)､l旨iさん(丑

ｉ､南駐笙さ4(ﾊﾞｲｵﾘﾝ)､習鮎iさ4(一1)､ｲﾝﾄﾞﾈｼｱのｷﾝﾀﾝさん(ｲﾝ

ﾄﾞﾈｼｱ釜i幽M)と5人も混ktおられまuた｡｀ぞuい鉦恥)‘貧ら一如)鑓をｉ

える始1を振iされ､鎚§kまuた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽しい中国語学習

　私共では､何度かＲＫＫの中国人留学生をお招きしてホームピジットを致

しました｡その時ホストファミリーが中国語を話せたらもっと盛り上がるのに

習ってみたいと思いまLた｡丁度その頃長男家族が転勤で上海暮らしとな

りました｡孫の小学校入学やバレーの発表会等で､上海通いをＬました。中

国語を習ったら孫と繋がっている気分になれるのではないかと思い、ＲＫＫ

の中国語教室に入会しました｡孫たちは５年で帰国しました｡今､高校生に

なっていますから､私の中国語はかなり長いこと学習Ｌていることになりま

中国語学習グループ有泉佳子

　　'●　　r=
戸－町Fli●恥

-
¦い堕｀j・心

「　　　　　　-･　　一一

す｡ここまで続けられたのも､我慢強くご指導下さる留学生の先生と答えに窮した時助け舟を出してくださる仲間がいて

下さるおかげです｡先生の中国文化についての話､中国人のものの考え方等の話も興味深いです。

　１昨年中国語グループは桂林に旅行しました｡その時の事です｡ホテルの部屋の水回りが故障していました。

私は頭の中の中国語の知識をフルに使いフロントに電話しました｡通じたのです｡修理の人が来て直してくれました。

火事場の馬鹿力です。中国語を習っていてよかったとおもいました｡今年の旅行は何処へ行くのでしょう｡その日の為

にもっと聴<カ､話す力を付けたいと密かに思っています。

　　　　入正会　のみなさまへ：　よろしくお　いしま　！

小川真樹（藤沢市）、葛原衣都（逗子市）、小端玲子（逗子市）、

大塚久夫（港南区）、臼田君代（戸塚区）、赤池みね子（磯子区）、

保延佳世子（磯子区）（敬称略）

でり



外国人留学生に関わる日本の国民年金制度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　就活情報支援委員会畔取孝

　ご韓じですか？　日本に留学している留学生は、日本人と函i縁にすべて20逼になったときから国民年金の後夜彼

著となり、桜飯糾4府ｶ４私づけられｎヽることを、

　現在、国民年金は国籍にかかわらずIO年以上､保険料を納付(学生は納付免除制度あり)することで､65歳から国

民年金を受け取ることができるようになりました。私たちも国民年金の仕組みを知り、就職する留学生に伝えられるよ

うにしたいものです｡内容は次の年金機構ＵＲＬから確認できます。

　とこa・､留学生lﾆは､Eﾖ本人学生と鰯ilﾆ｢祠∃i一編岫lii｣という1肩貧６)制度があり､i舗lzより国民年

金・保険料が一番されます｡そut､猶予されたこ・監寧ぶのM摘もlo尊簡・輩に笛まれます｡妬1ぱ､2年間､哭

學賤に毬學1.､翠iと紬4にE1本望Mにliを1.たj6､8尊簡盲<と震ho尊となり､国民年金を1け1る秘iが

鬘蚕するzとlzなります。※一i・保険料li笛経紬ｈす。

　なお､lo年間保険料を紹叱た場合､65廬から受け取れる尊鬘1は､現在・は}11‰早Mii･すλかu､2

年間の叟砿い猶予期間(粂Uい)があると､受け取れる笛誕はそ・8一一lzなります｡また､i一1一がlo年la

l､舶iする留学生がいますが､宙貧図が日本と年金に鎚するWilがMぱれtいないと､この靭噛が11､zなります。

冒驀をiiした国は､まだ､2oかi･･､ア刈ｶ､ﾄﾞｲﾂなど・ほか､ｱｼﾞｱ･は紐iだけ･す｡liをiiした鐘・観

望は､ゐ)・1.･il鎗･･きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　大山登りで地区交流会

　時には､地区の名所などを散策しながらの地区交流会もよいのではないかと思

い、１１月５日、大山脂りを兼ねて湘南地区交流会を開催しました｡湘南地区をは

じめ､大山に興味のある会員(５人)、留学生(9人)の14人が参加しました。

　このたびは､大山寺(途中駅)までケーブルカーに乗り､それから阿夫利神社

〔下社･海抜約700m〕まではかなりの急坂(石段)をフーフーいいながら登りました

神社を拝観したり、眺望を眺めたり､そして､紅葉も楽しめました。

　留学生と大山のこと､神社のこと､紅葉のこと等々を話しながら、交流しました。

湘南地区交流会楢原弘之

帰りはケーブルカーで下山しました｡途中、「こま参道」で地元の名物のみやげ物を見ながら､また､今日は疲れました

ね！などと話しながら､笑顔もあり、いろいろと話が弾みました。地区の名所､観光地等を散策すると話も弾み､留学

生に日本を知ってもらうことにもなるようです｡また､会員開でも散策だからこそ出る話もあり、交流の轜が広がるように

思いましたｊ帚りの駅で､解散時に留学生や皆さんから､遠足の気分で楽しかったとの声をもらいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－９－



｢第8回とつかお結び広場｣イベントに参加して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西地区交流会小島明子
　１２月３日(日)､戸塚区総合庁舎で｢とつかお結び広場｣が開催されました。

ＲＫＫは今年も日頃の活動をPRし､新会員勧誘を行いました｡会場は様々な分野の

団体､個人が参加し､賑やかで活気に溢れていました｡また､皆さんが笑顔で明るく

活動されていたのが印象に残っています｡地域活動を通して来場者との交流が広

がり、更に新しい繋がりが出来て行けば地域発展につながります。

　ＲＫＫの出展ブースには､数こそ少ないでしたが､国際交流に関心のある幅広い

年齢の方が来て下さり､大いに関心を持たれ､熱心に質問されていたのは大変嬉し

く思います｡これをきっかけに新しいお仲間が増えＲＫＫの活動が更に広まり、より長く続いていくことを願っています

私は初めて出展スタッフとしてイベントに参加し､ＲＫＫの会員の方々と和やかに交流でき､素晴らしい体験でした。

旭区｢みなくるフェスタ｣に初参加

～盛り上がったステージ発表～

　昨年12月１７日、｢みなくる10thフェスタ｣に参加しました。日頃､北地区

交流会で場所をお借りしている、旭区の｢みなくる｣開設10周年記念イベント

です｡パネル展示やブース展開は私達にとって初めての挑戦でしたので多少

不安はありながらも､企画会議を重ね知恵を出し合いながら､なんとかパネ

ル展示の枝造紐などを仕上げて当日を迎えました。

　集客が心配されましたが､映像やパネルを使っての謨明にも､案外多くの

皆さんが耳を傾けてくださいました｡そして､ブースの他に各団体に割り当て

北地区交流会笹本文

'゛'ｇ辻占，ｼﾞﾌ　ｰ　一〇　　。

　　　　　　Ｊ　　－ｒ， ．
　　　　　　　　　　Ｘ

気　゛‘轡-　-

＿　，11‾‾‾－・

られた2()分間のステージでは､ＲＫＫの宣伝のほか､横浜国大の留学生､王小双さんにお話をお願いしました｡王さん

はとても魅力的な方で､以前スピーチ大会にも参加されており､その流暢な話しぷりに皆さん蔽き付けられました｡後

半の中国語クイズでは､スタッフ手書きの漢字カードが大いに役立ち、足球(サッカー)､樋拉松(マラソン)など､見れば

分かる言葉､聞けば分かる言葉､全く分からない言葉をクイズ形式で楽しく学ぴました。

　出番直前にMC〔司４〕を依頼され､私も上手く盛り上げられるか自信がありませんでしたが､ＲＫＫの皆さんの応援

にも助けられ､大いに盛り上がりました｡色々とプレッシャーはありましたが､最後に大きな拍手をいただいた時には心

底肩の荷が下りました｡リクルートに繋がらなかったのは残念ですが､これからも楽しく活動して行きたいと思います。

他地区から駆け付けて下さった皆様にも深くお礼申し上げます｡ありがとうございました。

RKKホームページをお訪ねください

ホームページは随時更新しており、「会員のひろぱ」も開設いたＬました。

「会員のひろぱ」を通じて留学生に対する支援、交流体験の他、コンサート、

　映画、絵画などの文化交流情報にも利用できます。

掲載希望の会員はメッセージをＲＫＫ広報委員会スタッフにお知らせください。

　　投積先アドレス　:sulita1526＠vbbJle.i。

　　掲載ホームページ　:bttR://rkk.world.eooesjp/　または、一回TTji回aで検索。

ホームページヘのアクセスには、右のコードをスキャンしてください。

広報委員会では皆様からの広場への寄稿をお待ちしております。

1 0

広報委員会



おもな活動（T2017ﾉ11から2018ﾉ1までっ
阿頻

　◇12/23サポートセンターR711にて､第２回理事会が開かれ､活動グループ､委員会の担当理事からの報告と協議

がされた。

匪房子回

　◇12/23午後､サポートセンターR711にて27人のスタッフの参加のもと､2017年度箆３回スタッフミーティングが行

　　われ､活動グループ､地区交流会､委員会それぞれからのC&C(報告･連絡そして相談)を実施した。

　　またディスカッションタイムでは、11月23日開催の｢RKKフェスティバル2017｣を振り返って､意見交換をした。

匯蔽刄ヲ

　◇日本語支援G:日本語の教え方講習会は､4B人の受講で､無事終了。11/23のRKKフェスティバルでのスピーチ

　　大会には､留学生７人が発表。RKKフヱスティバルには100人近くが参加。

　◇文化･ファミリー交流G:11/23のRKKフェスティバルでの文化祭を主催し､好評を得る。

　◇中国語学習G:11月から２月のコースは10人が参加。受講者増員のPRを推進。

　◇社会一工場見学G:12月予定の見学は延期｡３月に国立印刷局小田原工場見学を企画中。

阿蘇顛

　◇東地区:11/12に¦¦¦崎市民活動センターにて７人での交流会およぴ懇鎧会を実施。

　◇西地区:10/29に15人の参加で交流会を実施｡12月３日の戸塚お結び広場に出展し､PR活動を推進。

　◇南地区:12/8に横国大弘明寺学生会館のウィンターパーティに参加。

　◇北地区:10/28に９入が参加し中華料理店で交流会を実施｡12/17みなくるフェスタに参加しpR推進。

　◇中央地区:10/29に留学生３人を含め11人で交流会と昼食会を実施。

　◇湘南地区:12/6に12人の参加で､忘年会を兼ねた交流会を実施｡11/5大山ハイキングに14人が参加。

両貰面

　◇会員委員会:12/23マッチング検討会を実施｡新入会員の受入れ､マッチング業務の推進。

　◇広報委員会:RKKニュースフ0号の編集｡ホームページは適時更新。

　◇就活情報支援委員会:12/14に委員会を実施｡就活支援情報メールの定期発信と就活サロンの運営。

　◇企画委員会:夢ファンド協力推進。

　◇会計委員会:月次精算･決算作業｡講習会受講料振込み管理。

　◇事務室:理事会･スタッフミーティング開催準備｡RKKフェスティバル準備｡会員委員会サポート活動。

横浜国立大学留学生会館ウィンターパーティに参加して

　留学生会館(弘明寺)で恒例のウィンターパー予ｨが12月８日(夕方)に開催

されまLた｡藤井先生の開会の挨拶､来賓の紹介などがあり､立食パーティが

始まりました｡会館内の談話室には､溢れるほどの留学生でした。

　バーティには､交換留学生〔短期〕が比較的に多く参加し､西欧､中東､アフリ

カ等からの留学生が目につきました｡中には､フランスとイタリーからの留学生も

参加しており､フランスからの留学生は日本語を専攻し､すでに日本には4回目

の留学(短期)だそうです｡また､イタリーからの留学生は将来、日本で働きたいそうです｡もちろん､ＲＫＫ登録留学生

の維もあり､親しく話すことができました。

　来賓は横浜南ローターリークラプ､ＲＫＫ等で､ＲＫＫからは古谷さん､深水さん､布津が参加しました。(布津記)
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学友会は､会

生会員であり

いろいろと話

横浜地区中国留学生学友会新入生歓迎会に参加

があり、また､これまで交流がなかった東海大の学友会会長とも話す機会がありました｡後日、ＲＫＫの活動を詳しく紹

介することにしました｡また､余興のイベントでは､ＲＫＫフェスティバルに出演してくれた劉普陽さん､胡啓慧さんの二

胡､琵琶の演奏を楽しむこともでき､留学生と有意義な交流の機会でした｡ＲＫＫからは布津さん､岩瀬さん､矢野さん

そして漏水が参加しました。（深水記）

　　留学生の皆さんへ/Forlnternational Students

　LetssJohl ole-to-one Japalese language teaching program by volunteers.

　・日常会話（Daily Conversation）

　・ビジネス会話（Business Conversalion）

　・卒論、レポートの文書指導（Writing Japanese Theses ＆Rep･rts）

　‘新聞／書籍等の読解（Reading Newspaper ＆Books）

　・日本語能力試験（Japanese Language Proficieney Tesl）

　・就職活動（Job Hsting ・ Entry sheets/lnterviews）

E司oy visiting plants/ laboratones and p幽icipating in various cultua】exchanges.

Contacl:津田｛Tsuda｝e-mail; sakurajsudakei＠yhb.nejp

Home Page : http:崩＆world.coocan.ip/

Scan thiscode fbrgettmg 叩plication拓m

　　　　　ＮＰＯ法人留学生と語り合う会

連絡先:〒245-0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407　萩原敦

e-メール:rkk!025ofTiceayah(》o,cojD　Tel＆Fax: 045-813-8327

ホームページ:http://www.world.comcan.ip/

Frieldsllip Assocl●lion lor lnternatiolal Students ald Jspalese volllteers

RKKニュース編集：ＲＫＫ広報委員会（新年号担当）深水智明　、Jan.30.2018

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　転載を一睡llし疹嫁。
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